
小中学生の夏休みの成果を展示する「児童生
徒科学作品展」「発明くふう展」「社会科課題追
究学習作品展」「食の課題追究作品『オリジナル
給食料理』コンクール」がセラトピア土岐で開
催されました。会場は「友達が賞を取ったから、
一緒に来た」「孫の作品を見に来た」という人な
どでにぎわい、展示された作品を熱心に見入っ
ていました。

駄知小学校の５年生が、５月に田植えをした
田んぼで、黄金色に実った稲穂を前に稲刈りを
体験しました。田んぼを管理する酒井さんにコ
ツを教わりながら、鎌で丁寧に刈り取った児童
たちは、「田植えと稲刈りを通して、米作りに
かかる時間の長さや大変さを実感した」と振り
返りました。収穫したお米は、家庭科の調理実
習で味わう予定です。

地域の課題解決に挑む３日間のプログラムに
４大学から15人の学生が参加しました。最終
日には３グループに分かれ、土岐市の魅力であ
る美濃焼や自然を生かしたシティプロモーショ
ン案と、ショート動画を発表しました。参加し
た学生からは、「他大学の仲間と楽しく学べ、
良い経験となった」「美濃焼への興味が高まっ
た」といった声が聞かれました。

９月の世界アルツハイマー月間に合わせて、
「オレンジハート展」が市役所で開かれ、認知
症の理解を深めるクイズや展示のほか、マフ（ケ
アに用いられる筒状のニット製品）を編む体験
が行われました。手作りのマフを介護施設に
贈っている「認知症マフの会」から編み方を教
わった来場者は、「マフがかわいらしく、温か
みがあってすてき」とほほ笑みました。
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